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マクロ
生態分野

生物多様性は人間社会に色々な利益を供給

してくれます。しかし、どこが高いか、どこが

変動しているか、どうやって定義するかも、

生物の大半にとってよく理解されていません。

最近、生態情報学やデータサイエンスが促進

したことで、こんな疑問を大きなスケールで

答えられます。私たちは機械学習や統計モデル

を用いて生物多様性とその地球変動による

影響を推定し、パターンを地図化します。また、

新しく創作する手法を実行する生態学解析の

ソフトウェアやツールを開発します。

大規模の生物多様性を
時空間的に
予測モデルで理解する

生物多様性パターン、地球変動、
種の分布・ニッチ、統計モデル、生態学のソフト開発

KASS Jamie M.
(キャス ジェイミイ) 准教授
MIRANDA Everton
（ミランダ エベルトン）助教
https://www.lifesci.tohoku.ac.jp/
research/fields/laboratory.html?id=45417

Lab. DATA

topics

神奈川県のアライグマ、タヌキ、ハクビシンの

占有率予測とその土地利用や人口による影響。

生き物の種がどこにいるのか、なぜその土地

に生息しているのか、未来にどこに生息して

いるだろうかなどを研究する生物学者です。

アメリカのニューヨークシティで生まれ育ち

です。種間や生物多様性が時空間でどのよう

に変わるか、そして人間の活動により、どのよ

うな影響を受けるかを調査してきました。

Interview研究室
准教授 

KASS Jamie M.
 (キャス ジェイミイ)

植物進化
多様性分野

植物の世界は非常に多様で、身近なところで

もさまざまな種類の植物を見ることができま

す。植物はなぜこれほどまでに多様性に富む

ようになってきたのでしょうか？この答えを出

すために、私たちは植物の多様性がどのよう

に生み出されるようになったのか、過去から

現在にどのように植物が進化してきたのかを

明らかにすることを目指して研究を行ってい

ます。研究室は東北大学の植物園（川内キャン

パスと八甲田山にあります）にあって、植物を

研究するのにはまたとない環境です。

植物の多様性に
多角的にアプローチする

多様性、進化、系統

牧雅之 教授
大山幹成 助教
伊東拓朗 助教
http://host186.garden.biology.tohoku.ac.jp/

Lab. DATA

topics

仙台市近郊のキバナイカリソウとイカリソウの

交雑集団で見られる花の多様性。東北大学周

辺に生育する植物でも，多様性を研究するのに

面白いテーマはたくさんあります。

登山をしていると、高山植物の可憐なお花畑

に出会うことがあります。私は、そんな高山植

物がどこからやってきて、どのように進化し

てきたのかを、遺伝子レベルで明らかにする

ために、日々研究に励んでいます。野外調査

は大変ですが、毎回様々な出会いや発見が

あるので興味が尽きることはありません。
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